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泌尿器科領域におけ るT-3262の 臨床的検 討

保 科 彰 ・奥 野 利 幸 ・有 馬 公 伸 ・川 村 寿 一

三重大学医学部泌尿器科学教室*

新 しく開発されたピリドンカルボン酸系抗菌剤であるT-3262を13例 の泌尿器科領域感染症に

使用 し,そ の臨床的検討を行った0な お,効 果は主治医判定によった。

1.単 純性尿路感染症に対 しては,T-3262,150～450mg/日 を3～5日 間経 口投与 し,4例 中,

著効3例,有 効1例 で有効率100%で あった。

2。 複雑性尿路感染症に対 しては,T-3262,450mg/日 を5日 間経 口投与 し,6例 中・著効1

例,有 効2例,や や有効1例,無 効2例 で有効率50%で あ った。

3,非 淋菌性尿道炎に対しては,T-3262,75mgを1日2回,3日 間経 口投与し,3例 中・著効・

有効,や や有効各1例 で有効率は67%で あった。

4.副 作用および臨床検査値異常は認め られなかった。
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T-3262は 富山化学工業株式会社で開発 された新しい

ピリドンカルボソ酸系の経口用合成抗菌剤でグラム陽性

菌をはじめグラム陰性菌,嫌 気性菌に対 し,広 範囲な抗

菌スペクトラムを有し,強 い抗菌力を示し,そ の作用は

殺菌的である。特にStaphylococcus aureus,Strepto-

coccud,Enterococcusな どのグラム陽性菌,ブ ドウ糖

非醸酵グラム陰性桿菌,PePtostrePtococcud,Bactero-

ides fragilisに 対 し,従 来の ピリドソカルボン酸系抗

菌剤より強い抗菌力を示す1)。そこでわれわれは尿路感

染症に対する本剤の有用性を見るぺく,臨 床的検討を行

った。

I.対 象および方法

対象は昭和62年1月 から昭和62年4月 までに三重

大学医学部附属病院泌尿器科を受診 した尿路感染症を有

する13例 で,そ の内訳は急性単純性膀胱炎3例,急 性

単純性腎孟腎炎1例,複 雑性尿路感染症6例,非 淋菌性

尿道炎3例(ク ラミジアの検索はなされていない)で あ

った。

薬剤の投与量,投 与方法は急性単純性膀胱炎および非

淋菌性尿道炎に対 しては1回75mgを1日2回 で3日

間,急 性単純性腎孟腎炎および複雑性尿路感染症に対 し

ては1回150mgを1日3回5日 間食後経口投与した。

臨床効果は 主治医による判定お よびUTI薬 効評価基

準2)に従って行った。

投与期間中は副作用発現の有無については,慎 重に観

察し,可 能なかぎり,投 与前,中,後 に臨床検査を実施

することとした。

II.結 果

1.急 性単純性尿路感染症

症例の一覧をTable1に 示 した。急性単純性膀胱炎

3例 の 主治医による判定では著効3例 で有効率100%

であ った03例 中1例 は6日 後の判定 しかできなかった

ためUTI薬 効評価基準による判定からは除外 した。残

り2例 のUTI判 定 はいずれも著効であった。投与前の

分離菌はE3ckeric屠acoliお よびHebsiel!apmmmi-

ae各1株 で,投 与後は消失 した。除外症例 より検出され

た 瓦C読 は消失したが投与後出現菌 としてPseudomo-

mssp.が み られた。

急性単純性腎孟腎炎1例 は菌が検出されなかったこと

および6日 後の判定しかできなかったことからUTI薬

効評価基準による判定からは除外したが,主 治医による

判定では有効であった0

2.複 雑性尿路感染症

症例の一覧をTable2に 示 した。 慢性複雑性膀胱炎

3例,慢 性複雑性腎孟腎炎3例,計6例 の主治医による

判定では著効1例,有 効2例,や や有効1例,無 効2例

であり,有 効率は50%で あった。慢性複雑性膀胱炎の

1例 は真菌の混合感染であるためUTI薬 効評価基準に

よる判定からは除外 し,残 り5例 についてUTI判 定 を

行った。その総合臨床効果をTable3に 示 した。膿尿

に対する効果は正常化1例(20%),改 善2例(40%),

不変2例(40%)で,細 菌尿は陰性化3例(60%),菌 交

代1例(20%),不 変1例(20%)で あ った0従 って,著

効1例(20%),有 効2例(40%),無 効2例(40%)
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で,総 合有効率は60%で あった。

疾患病態群別にみると単独感染は2例,混 合感染は3

例でその有効率は各々50%,67%で あった。群別にみ

ると第3群 は1例 中有効1例,第4群 は1例 中無効1

例・第5群 は1例 中著効1例,第6群 は2例 中有効,無

効各1例 であった(Table4)。

投与前の分離菌は7菌 種10株 であり,S.aureus,

Serratia marceseens, Proteus vulgaris, Pseudomonas

cepacia各1株, Enterococcus faecalis, Providencia

rettgeri, Pseudomonas aeruginosa 各2株 であり,投与

後 の 消 失 率 は90%で あ った。P.aerugimsa2株 中1

株 は 存続 した(Table5)。 投 与 後 出現 菌 と してはCan-

6ida albicms1株 が み られ た 。 また,除 外症 例 より検

出 され た 瓦 海eca漉 は消 失 した が,Can4i4a tropin〃3

は 存 続 した(Table2)。

3.非 淋菌 性 尿道 炎

症 例の一 覧 をTable6に 示 した。 非 淋菌性 尿道炎3

例 の主 治 医 に よる判 定 では 著 効,有 効,や や有 効各1例

で あ り,有 効 率 は67%で あ った。3例 よ り投 与前に分

離された Moraxella sp., Staphylococcus s2prophyticus,

Acinetobacter calcoaceticMs, Staphylococcus epidermi-

dis, Staphylococcus auricularis, E. faecalis 各1株 は

すべて消失した。

4.副 作用および臨床検査値異常

薬剤投与による自他覚的副作用は,13例 中1例 も認

められなかった。また,薬 剤投与前後に臨床検査(血 液

検査,肝 機能検査,腎 機能検査,尿 検査など)を 実施し

た4例 には異常は認められなかった0

111.考 察

尿路感染症,特 に複雑性尿路感染症の起炎菌は依然と

して耐性菌が多く,ま た,近 年セフェム系の薬剤が好ん

で使用されてきたためPmdomoms属,Serntia属 な

どの弱毒菌の出現が目立ち,治 療に悩まされる症例が少

なくない。

今回使用 したT-3262はPseudonioms属Sermtia

属をはじめ とするグラム陰性菌および陽性菌に対して広

範囲な抗菌スペ クトラムを有するピリドンカルボン酸系

経口抗菌剤である。著者らは,本 剤を急性単純性尿路感

染症4例,複 雑性尿路感染症6例 および非淋菌性尿道炎

3例 に使用 し,ほ ぼ満足する結果を得た。UTI薬 効評

価基準に合致 した急性単純性尿路感染症2例 についての

細菌学的効果は本剤投与前検出菌2株 とも消失し,複雑

性尿路感染症5例 についての細菌学的効果は本剤投与前

検出菌10株 中9株 が消失し,90%の 高い消失率が得ら

れた。また,1例 ではあるが,本 剤の抗菌力が比較的弱

いと言われているP.Vulgarisに も菌の消失がみられ
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Table 3. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI

Table 4. Overall clinical efficacy of T-3262 classified by the type of infection
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た。

副作用については自覚症状は認めず,ま た,投 与前後

に臨床検査が 施行された4例 で異常は 認 められなかっ

た。

以上,臨 床効果,安 全性を勘案して,本 剤は有用性の

高い薬剤と評価 してよいと思われた。
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T-3262 IN URINARY TRACT INFECTIONS

AKIRA HOSHINA, TOSHIYUKI OKUNO, KIMINOBU ARIMA and

JUICHI KAWAMURA
Department of Urology, School of Medicine, Mie University

2-174 Edobashi, Tsu-shi 514, japan

We clinically evaluated T-3262 in urinary tract infections. The results obtained were as follows :
1) The clinical response in 4 patients with uncomplicated UTI was excellent in 3 cases and good

in 1 at a dose of 150-450 mg/day for 3-5 days.
The efficacy rate was 100%.
2) The clinical response in 6 patients with complicated UTI was excellent in 1, good in 2, fair in

1, and poor in 2 cases at a dose of 450 mg/day for 5 days. The efficacy rate was 50%.
3) The clinical response in 3 patients with non-gonococcal urethritis was excellent in 1, good in

1 and fair in 1 at a dose of 150 mg/day for 3 days. The efficacy rate was 67%.
4) No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


